
　　　　 第１号様式（第７条関係）

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

社内で毎月実施しているコンプライアンス点検・判定表や、社内
選任一覧で確認を行った。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

社会貢献課長を中心に成果を確認し、各担当の責任者に通知し
た。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容
年度毎の報告書作成時に計画に基づき成果を確認し、見直しを実
施した。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況 年度毎の報告書作成時に確認した。

環境マネジメントシステム導入報告書

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
ヤマト運輸株式会社
代表取締役社長　　山内　雅喜

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４　年　３　月　３０　日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
東京都中央区銀座２丁目１６番１０号

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　平成　２５　年　６　月　２０　日

京都市全域

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 エコ京都２１　地球温暖化防止部門

認 証 番 号

基準年度から３年間で２％削減する。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容
○経年車を低公害車に入れ替えた。
○エコドライブの推進を実施した。
○電気使用量を削減するため、全センターで消灯を実施した。

２３－温暖化防止第８号

ヤマト運輸株式会社地球温暖化防止目標に準ずる。基 本 方 針


